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まえがき
本研究は明治 11（1878）年に設立された体

操伝習所注 1）の図書台帳に記載された和漢書の
冊数とタイトル数を分野別に集計し、体操伝習

所の蔵書傾向を明らかにしたものである。図書
台帳に記載された西洋書に関しては、先に阿部
らによって研究がなされ、その成果が公表され
ている 1）。本論文はその続編に当たるものであ
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Abstract

 The purpose of this research was to clarify the tendency of Japanese and Chinese books in the library of 
national school of gymnastics (Taiso-Denshu-Jo) founded in 1878. Therefore we totaled the number of volumes 
and titles of them written on the catalogue of the library of the school. The results were as follows.
1) The Japanese and Chinese books consisted of 4,945 volumes and 323 titles. In addition, they consisted of 34 
fields.
2) The number of volumes divided into the fields was as follows. The volumes of “historiography” counted up 
on 1,265 (25.58%), “physiology” counted up on 680 (13.75%), “physical education” counted up on 422 (8.53%). 
3) The number of titles divided into the fields was as follows. The titles of “martial arts” counted up on 45 
(13.93%), “education” counted up on 31 (9.59%), “series” counted up on 25 (7.73%).
4) The translated books consisted of 1,538 volumes (31.10%). 
5) The books on “physical education”, “physiology” and “anatomy” were occupied mostly in Japanese and 
Chinese books of the library.
6) The books on gymnastics were occupied 80.43% in the books of “physical education”. These were arranged 
at regular intervals.
7) There were a few books on sports and games. These were arranged for the first time in 1885.
8) The books on Japanese traditional martial arts had not become necessary.
9) Necessity of books on military drill had been increased.
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る。
体操伝習所の蔵書に関する先行研究に関して
は、阿部らの論文で触れているように、大 
場 2-4）、木村 5,6）、大熊 7,8）および筑波大学体育
科学系・筑波大学附属図書館 9）によるものが
ある。これらの内容については上記の阿部らの
論文で詳述されているので、ここでは簡単に触
れる程度に止めたい。大場による研究は、主に
教育、体育、医学関係の図書を対象としたもの
であり、木村の研究も医学関係図書に限定して
考察したものである。また、大熊の記述は、主
に体操伝習所から発行された『新撰体操書』と
『新制体操法』並びに坪井玄道著『戸外遊戯
法　一名戸外運動法』を今日の体育・スポーツ
との関連で述べたものであり、筑波大学体育科
学系・筑波大学附属図書館のものも体操伝習所
の図書台帳に基づいて記述したものではなかっ
た。つまり、これまで体操伝習所の蔵書全体を
対象にしてその傾向を明らかにした研究はなさ
れたことがなかったのである。それはこれまで
大場以外に体操伝習所の図書台帳を手にして研
究した者がいなかったことによる。その意味で
大場の資料探索の視点と能力は高く評価される
べきであろう。われわれも大場の研究によって
図書台帳の存在には気づいていたが、最近まで
探すことができなかったのである。
阿部らの論文でも触れているが、最近になっ
て筑波大学附属図書館の篠塚富士夫氏の尽力に
より体操伝習所の図書台帳の存在が明らかに
なった。図書台帳記載の西洋書を対象として先
に行われた阿部らによる研究と和漢書を対象と
して今回行った研究は、いずれも記載された全
西洋書、全和漢書を分析したものであり、これ
ら二つの研究によって初めて体操伝習所の蔵書
の全貌が明らかになったのである。言うまでも
なく、蔵書の傾向は体操伝習所の教育内容を少
なからず反映している。したがって、本研究に
よって得られる知見は、我が国の近代学校体育
の基礎がどのように形成されたのかの一端を示
すものとなろう。
なお、本論文は筑波大学体育・スポーツ史研
究室が平成 23年度第 1学期に実施した日本体
育史に関する演習の成果である。

Ⅰ．図書台帳の分析
1．図書台帳について
図書は和漢書と西洋書に分けて記載されてお
り、記載項目は、両者とも年月日、図書名、部
数、冊数（巻冊記載、増、減、現在数）、書籍
番号、類別、類別簿丁数、及び備考であった。
1頁は 32行で、和漢書の記載は 11頁にわたっ
ている。なお、年月日が記されるようになるの
は明治 17（1884）年 9月からであり、それ以
前については類別ごとにまとめて記載されてい
る。このことから、この図書台帳が作成された
のは明治17年9月であったと推定される。なお、
最後の記載は明治 19年 4月 15日である。

2．全体の分析
台帳によると体操伝習所所蔵の和漢書は、

4,945冊であった。この冊数は、文部省年報に
記載されていた冊数と同じである 10）。
また、台帳には類別が記載されており、それ
らは、1）「史伝」2）「生理」3）「体育」4）「解
剖」5）「数学」6）「武芸」7）「類書」8）「教育」
9）「健全」10）「字書」11）「修身」12）「化学」
13）「文章」14）「物理」15）「政法」16）「子類」
17）「医学」18）「地学」19）「画学」20）「叢書」
21）「哲学」22）「博物」23）「経書」24）「語学」
25）「歌学」26）「薬剤」27）「工学」28）「職官」
29）「鉱学」30）「経済」31）「天文」32）「衛生」
33）「統計」34）「音楽」の 34項目から構成さ
れていた。
上記項目の中で「史伝」が 1,265冊あり、総
冊数の 25.58％を占めていた。次いで、「生理」
が 680冊（13.75％）、「体育」が 422冊（8.53％）、
「解剖」が 409冊（8.27％）、「数学」が 384冊
（7.77％）、「武芸」が 275冊（5.56％）であった
（表 1、図 1）。
また、タイトル数（重複した図書を含まず）

は 323タイトルあった。その中で、「武芸」が
45タイトルあり、総タイトル数の 13.93％を占
めていた。次いで、「教育」が 31タイトル
（9.59％）、「叢書」が 25タイトル（7.73％）、「史
伝」が 23タイトル（7.12％）、「生理」が 20タ
イトル（6.19％）、「解剖」が 17タイトル（5.26％）
であった（表 2、図 2）。
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図 2　「和漢書」分類項目別タイトル数割合
※その他（30.34％）には、「字書」、「哲学」、「文章」、「化
学」、「数学」、「物理」、「子類」、「修身」、「画学」、「薬
剤」、「歌学」、「類書」、「工学」、「経書」、「鉱学」、「経
済」、「職官」、「統計」、「天文」、「健全」、「語学」、「衛
生」、「音楽」、が含まれている。

図 1　「和漢書」分類項目別冊数割合
※その他（15.96％）には、「修身」、「化学」、「文章」、「物
理」、「政法」、「子類」、「医学」、「地学」、「画学」、「叢
書」、「哲学」、「博物」、「経書」、「語学」、「歌学」、「薬
剤」、「工学」、「職官」、「鉱学」、「経済」、「天文」、「衛
生」、「統計」、「音楽」が含まれている。

表 2　「和漢書」分類項目別タイトル数

表 1　「和漢書」分類項目別冊数
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3．体育・教育書の分析
台帳における「体育」と「教育」の項目の冊
数をさらに 1）「体操」2）「体育論」3）「スポー
ツ・遊戯」4）「教育」の 4項目に細分化すると、
「体操」は 485冊、16タイトル、「体育論」は 5
冊、3タイトル、「スポーツ・遊戯」は 32冊、
2タイトル、「教育」は 81冊、17タイトルに分
けることができた。
上記の細分化した 4項目を 1）明治 17年 8

月以前、2）明治 17年 9月～ 18年 3月、3）明
治 18年 4月～ 19年 4月に分け、冊数を比較し
てみた。その結果、「体操」は明治 17年 8月以
前に 90冊、明治 17年 9月～ 18年 3月に 294冊、
明治 18年 4月～ 19年 4月に 101冊と継続的に
図書を納入していた。一方、「体育論」と「教育」
は明治 17年 8月以前に多くの図書を納入して
おり、その後は納入冊数が限定的であった。そ
して、「スポーツ・遊戯」は明治 18年 4月に初
めて納入したことがわかった（表 3、図 3）。

4．武芸書の分析
台帳における「武芸」の項目の冊数をさらに

1）「武術」2）「歩兵操練」の 2項目に細分化す
ると、「武術」は 86冊、20タイトル、「歩兵操練」
は 189冊、25タイトルに分けることができた。

そして、上記の細分化した 2項目を 1）明治
17年 8月以前、2）明治 17年 9月～ 18年 3月、
3）明治 18年 4月～ 19年 4月に分け、冊数を
比較してみると、「武術」は明治 17年 8月以前
に 86冊を数えることができたが、それ以降は
納入されていなかった。一方、「歩兵操練」は
明治 17年 8月以前に 52冊、明治 17年 9月～
18年 3月に 64冊、明治 18年 4月～ 19年 4月
に 73冊と継続的に納入されていた（表 4、図 4）。

5．翻訳書の分析
翻訳書の冊数について、1,538冊の翻訳書を

確認することができた。但し、現段階で筑波大
学附属図書館や国立国会図書館等において、翻
訳書であることが確認できなかったものがある
ため、実際はこの数より多くなる可能性がある。

図 4　年度別納入冊数（武芸）

表 3　年度別納入冊数（教育、体育）

図 3　年度別納入冊数（教育、体育）

表 4　年度別納入冊数（武芸）
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翻訳書を台帳における分類項目別に分ける
と、「生理」が 662冊で最も多く、全体の
43.04％を占めていた。因みに体操伝習所の和
漢書中、「生理」に分類されている図書は、全
部で 680冊であることから、そのほとんどが翻
訳書であったことになる。次いで、「解剖」が

25.03％、「健全」が 10.92％、「化学」が 6.05％、
「医学」が 2.60％であった（表 5、図 5）。
また、翻訳書のタイトル数は 116タイトル
あった。その中で、「叢書」が最も多く 23タイ
トル（19.82％）、次いで、「教育」が 15タイト
ル（12.93％）、「生理」が 14タイトル（12.07％）、

図 5　翻訳書分類項目別冊数割合
※その他（7.68％）には、「博物」、「哲学」、「物理」、「政
法」、「薬剤」、「史伝」、「武芸」、「鉱学」、「歌学」、「経
済」、「工学」、「画学」、「字書」、「数学」、「天文」、「地
学」、「修身」が含まれている。

表 5　翻訳書分類項目別冊数

表 6　翻訳書分類項目別タイトル数

図 6　翻訳書分類項目別タイトル数割合
※その他（16.38％）には、「薬剤」、「鉱学」、「歌学」、「経
済」、「工学」、「画学」、「健全」、「武芸」、「修身」、「字
書」、「数学」、「天文」、「地学」が含まれている。
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「解剖」が 10タイトル（8.62％）であった（表 6、
図 6）。
次に、翻訳書の原典を言語別に見てみると、

英語が 1,341冊（87.19％）、61タイトル（51.69％）
と最も多かった。次いで、ドイツ語が 108冊
（7.02％）、19タイトル（16.10％）であり、「生理」
「医学」「解剖」等の分野に多く見られた。フラ
ンス語は「教育」「地学」「哲学」「武芸」に見
られたが、21冊（1.37％）、5タイトル（4.24％）
と、その数はそれほど多くはなかった（表 7、
表 8、図 7、図 8）。
また、英語文献における原著者の出身国を解
明できる範囲で調べると、「アメリカ」が 972冊、
22タイトル、「イギリス」が 357冊、29タイト
ルとなった。
さらに、翻訳書とは別に、原典ではなく、外
国人の講義を元に書かれたものや、国外の図書
を参考にしたり、翻訳ではなく著者の意見を加
えて書かれたりした図書もあった（表 9）。

Ⅱ．図書台帳の考察
1．考察の視点
体操伝習所の旧蔵書を考察するに当たり、体
操伝習所に関係した主要人物と体操伝習所が

行った主要事業を考慮することにしたい。それ
は、図書の選定に際しては、まず体操伝習所に
かかわった主要な人物の体育や教育や教養につ
いての考え方が影響したと考えられるからであ
る。そしてまた、体操伝習所がどのような役割
を担っていたのかということも、少なからず影
響していると思われるからである。
体操伝習所の運営や教育にかかわった主要な
人物を挙げるとすれば、次の 3名になろう。す
なわち、体操伝習所初代主幹の伊澤修二注 2）、
体操伝習所の教師として招聘されたリーラン 
ド注 3）、そしてはじめはリーランドの通訳とし
て勤務し、後に体操伝習所の教師となった坪井
玄道注 4）である。
次に、体操伝習所の主要な事業としては、ま
ず、設立の目的でもあったわが国に相応しい体
育法の選定と体育教員の養成を挙げねばならな
い。『体操伝習所一覧　明治十七年、明治十八年』
には体操伝習所設立の目的について、「専ラ体
育ニ関スル諸学科ヲ教授シ以テ本邦適切ノ体育
法ヲ撰定シ且体育学教員ヲ養成スル所トセ 
リ 11）」と書かれている。わが国に相応しい体
育法の選定と体育教員の養成、この二つは体操
伝習所の重要な事業であった。

表 7　翻訳書原典語別冊数 表 8　翻訳書原典語別タイトル数

図 7　翻訳書原典語別冊数割合 図 8　翻訳書原典語別タイトル数割合
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さらに体操伝習所の事業には次の二つの調査
研究が加わった。一つめは明治 16（1883）年
に行われた剣術・柔術に関する調査である。『体
操伝習所一覧』には次のように記されている。
「明治十六年五月文部省ノ達旨ニ基キ本邦剣
術柔術等教育上所用ノ利害適否取調ヘノ方法等
ヲ定メンカ為メ特ニ其掛員ヲ設ク（中略）九月
東京大学医学部教師独人ベルツ、スクリバノ二

氏ヲ招シテ柔術ノ勢法試合等ノ視察ヲ需メ其実
況ニ徴シテ人身ノ生理ニ及ホス医学上ノ意見ヲ
質シ大ニ該術ノ利害討究上ニ便宜ヲ得タ 
リ 12）」
調査研究の結果、体操伝習所は剣術・柔術の
学校体育への導入について否定的な結論を出
し、翌年文部省に報告している 13）。二つめは
歩兵操練科に関する研究調査である。この件に

表 9　講義や交流、海外文献等による図書
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ついて『体操伝習所一覧』は次のように記して
いる。
「仝月（明治 17年 2月‐引用者）文部省令
スルニ官立公立学校（小学校ヲ除ク）ニ於テ演
習スヘキ歩兵操練科ノ程度施行ノ方法及ヒ小学
校ニ於テ該科施行ノ適否等取調フヘキ旨ヲ以テ
ス此月歩兵大尉倉山唯永文部省御用掛兼勤本所
勤務トナル 14）」
体操伝習所は研究調査の結果、学校体育への
導入を是とする結論を出し、同年の 10月、文
部省に報告した 15）。
これら 4つの事業は、体操伝習所の役割やそ
の後のわが国の学校体育の方向性を規定する内
容を含んでおり、体操伝習所の蔵書傾向にも少
なからず影響を及ぼしたものと考えられる。

2．和漢書の全体的な特徴
1）分野の多様性
体操伝習所は体育に関する専門的な教育機関
であったが、体育に関係する分野に限ることな
く幅広い分野の書籍が備えられていた。表 1か
ら分かるように、和漢書の類別は 34を数えた。
このような幅広い分野の図書の構成に関して
は、リーランドと伊澤修二の考えが反映されて
いたと考えられる。
リーランドはハーバード大学で医学を修めた

が、その前にはアマースト大学で 4年間を過ご
した。このアマースト大学について今村は「こ
の大学は一世紀半の長年月に亙り、文学や科学
のあらゆる領域の教育を続け、小さくはあるが
この種の大学としては、米国でも最も質の高い
大学の一つに数えられている 16）」と述べている。
そしてリーランドについても「その青年時代を
敬虔な宗教的雰囲気の豊かな、しかも人文、自
然、社会に亙る広い教養課程をもつアマースト
に学び、人生における健康の意義を正しく理解
するとともに、高度の医学的専門課程を名門
ハーバードで学習した人物によって手ほどきさ
れたことは幸いであったというべきである 17）」
と高く評価している。
このようなことから、体操伝習所の蔵書の幅
の広さには、リーランドが教養課程を重視した
アマースト大学で学んだことが大いに関係して
いるのではないかと推察される。
次に、東京師範学校長補だった伊澤は明治

11（1878）年 9月 6日付で体操取調係を兼務す
ることになり、開設伺いが出される 10月 8日
までの間に伝習所施設に関する設計図その他の
必要書類を整えた 18）。また、「新設体操着手方
案注 5）」を書いて、生徒選定方法、従学方法、
体操場建設の目的、着手の順序など、体操伝習
所運営の具体的な構想を練ったのである。体操
伝習所開学までの経緯や体操伝習所規則などを
見ると、体操伝習所開設当初に関する事柄は、
ほぼここに書かれたとおりに進行したといって
よい。このように、伊澤は体操伝習所の初代主
幹として、開設直後の環境整備に尽力した人物
であった。伊澤は後に当時のことを次のように
回想している。
「かくしてリーランド氏は十一年の十月来朝
したからして余は氏と共に新式の体育法を調査
し実行することとなった。乍併学校を建てるも
器械を買入れるも一切新しいことであって、何
等従来の事物の、採って参考とすべきものが無
いからして、其困難といふものは中々容易では
無かったのであって、先づ第一には器械に名を
附けねばならぬ、勿論英語としてはあるけれ共、
これを適切なる国語に翻訳するが容易で無い、
彼のクラブは棍棒、ワンドは球竿、ダンベルは
唖鈴など、実に此時に命名したのであるが、其
他握力、胸囲、指極なども当時始めて作った述
語である 19）」
この引用文には直接図書に関する言及はな
い。しかし、体操伝習所の開設に直接携わり、
主幹を務めた人物であれば、設立時の図書の選
定にも影響を及ぼしたと考えるのが自然であろ
う。伊澤は愛知師範学校長を務めたのち、米国
のブリッジウォーター師範学校に学び、その傍
らグラハム・ベルに視話法を、またメーソンに
音楽を学んでいる。さらに、同校卒業後はハー
バード大学理学部に進んだ 20）。このような幅
の広さが体操伝習所開設当初の蔵書構成にも反
映されたのではないかと思われる。特に和漢書
に関しては、リーランドではなく伊澤の影響が
大きかったと考えられる。
2）多くを占めた体育書・生理学書・解剖学書
体操伝習所の蔵書の中で冊数の多かった項目
を挙げると、「史伝」1,265冊、「生理」680冊、「体
育」422冊、「解剖」409冊、「数学」384冊、「武
芸」275冊、「類書」236冊、「教育」181冊、「健
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全」168冊、「字書」136冊であった。なお、明
治 17（1884）年 8月までは体操書は「体育」
ではなく「教育」に分類されていた。したがっ
て、表 3の「明治 17年 8月以前」の「体操」
90という数字は「教育」から取り出して示し
た数字である。これを体育に加えると、上記の
「体育」422冊は実際には 512冊であった。第 1
位の「史伝」を除くと、冊数の多い順に「生理」
「体育」「解剖」となる。これは体操伝習所で行っ
た体育の内容を表しているように思われる。
そもそも体操伝習所設立の目的は、前述した
ようにわが国に相応しい体育法を選定すること
と、それを指導する教員を養成することであっ
た。したがって、「体育」の冊数が多かったこ
とは当然であるが、「生理」と「解剖」がそれ
ぞれ 2位と 4位を占めて多くの冊数を数えたこ
とは、体操伝習所の「体育」が生理学と解剖学
に基づくものであったことを物語っている。学
科課程表には「体操」「体育論」と並んで「生
理学」が示されており 21）、その授業の要旨は
次のように説明されていた。
「生理学ハ体育上最緊要ノ科ナリ之ヲ授クル
ニハ先ツ人体ノ構造組織ヨリ各機関ノ作用等ヲ
説キ以ッテ人身生理ノ概略ヲ知ラシム又之ヲ授
クルノ際人体解剖ノ図骨格及模型等ヲ示シテ確
実ノ知識ヲ与ヘンコトヲ務ム 22）」
また、図書台帳にも記載があるが、筑波大学
附属図書館には体操伝習所におけるリーランド
の講義をまとめた『体育論 23）』という書物が
存在する。リーランドがハーバード大学医学部
出身であったことからも想像がつくが、この書
に記されている体育論は明らかに医学的な体育
論である。このことも体操伝習所の体育が生理
学と解剖学に基づく医学的な体育であったこと
を示している。当時、このような医学的素養を
身に付けた指導者による医学的な体育は決して
珍しいことではなかった。今村はリーランドの
業績を称えた文の中で、「近代文明諸国の体育
は、殆ど例外なく医学者又は医学的知識の豊か
な人たちによって開拓されている 24）」と述べ
ている。なお、リーランドは東京大学医学部に
も体育部を開設したいと考えていた。彼が体操
伝習所主幹伊澤修二に提出した意見書には、体
操伝習所の体操教場設備について感謝の意を伝
えたあとで、「他日東京大学医学部附属永久体

育部新築ニ至ラバ余等ハ「ドクトル」ヒチコッ
ク氏及其他ノ諸氏ヨリ得ル所ノ意見ト余等ガ今
日実験セル所トヲ以テ他ニ一点ノ欠典ナキ第一
等ノ家屋ヲ設立センコトヲ務ムベシ 25）」とい
う一節がある。

3．体育書の大半を占めた体操書
「体育」と「教育」の項目に分類された書籍
の分析結果は表 3のとおりであり、全 603冊中
体操書が 485冊（80.43％）と圧倒的多数を占
めた。また、体操書 485冊のうち、体操伝習所
が発行した『新撰体操書』（1882）と『新制体
操法』（1882）がそれぞれ 100冊、また坪井玄
道と田中盛業の共著『小学普通体操法』（1884）
が 66部 132冊、合計 332冊（68.45％）を占め
ていた。これらの書はいずれも軽体操を解説し
たものであり、『新撰体操書』と『新制体操法』
はいずれも教科用図書表に参考書として指定さ
れていた 26）。『小学普通体操法』も冊数の多さ
からすると，ほぼ同じような使われ方をしたの
ではないかと考えられる。
体操伝習所は体操の授業要旨を次のように述
べている。
「体操ハ主トシテ軽運動ニ基キ先ツ整頓法ヨ
リ始メ矯正術ヲ授ケ漸ク進ミテハ徒手、唖鈴、
球竿、棍棒、木環及豆嚢ノ諸運動ニ及ホシ技術
稍練熟スルニ従ヒ乃人員ヲ限リテ時ニ端船操櫓
ノ技ヲ実地ニ演習セシム 27）」
このことは、体操伝習所における実技教育の
主な内容が軽体操を中心とした体操であったこ
とを示している。体操伝習所主幹の伊澤修二は
体操伝習所開設約 1年後の明治 12（1879）年 9
月、東京女子師範学校、東京師範学校及び体操
伝習所の生徒に実施した体操の成績を報告し
た。その中で体育法としての体操の有用性につ
いて次のように述べている。
「世或ハ撃剣練兵等ヲ以テ至良ノ体育法トシ
漫ニ之ヲ学校ニ施行セント欲スルノ徒ナキニ非
ス因テ数言ヲ費シテソノ価格如何ニ論及セン抑
撃剣ノ如キ練兵ノ如キ其伎術自ラ体育ヲ裨ケザ
ルニアラズト雖トモ其目的トスル所ハ素ト育成
ノ法ニ非ズシテ却テ防護ノ一主義ナリ是ヲ以テ
身体諸部ヲ使用シ随テ之ヲ発育スルコトアルモ
惟支体ノ若干部ニ偏止シテ其全部ニ普及スルコ
トナシ之ヲ完全ナル体操法ノ専ラ育成ヲ目的ト
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スル者ニ比セバ其ノ価値幾等ヲ下ルコト知者ヲ
待タズシテ知ルベキナリ 28）」
体書が多いという蔵書の傾向もそのことを裏
付けるものであった。なお、上に挙げた『新撰
体操書』『新制体操法』『小学普通体操法』の内
容は、明治 30年に中学校師範学校教科用書と
して文部省から刊行された『普通体操法』に引
き継がれ、明治期を通じてわが国学校体育の主
要な教材の一つとなった。

4．僅少なスポーツ・遊戯書
表 3からわかるように、スポーツ・遊戯書は

「体育」「教育」に分類された書籍 603冊中 32
冊（5.31％）に止まった。その内訳は『戸外遊
戯法 一名戸外運動法 29）』31冊と『西洋戸外遊
戯法 30）』1冊のみである。このように和漢書の
スポーツ・遊戯書は 2タイトルのみであり、極
めて少なかった。これらの 2書が刊行されたの
はいずれも明治 18（1885）年であり、出版直
後の同年 4月から 5月にかけて体操伝習所の蔵
書に加えられたものである（表 10参照）。
体操教育を主としていた体操伝習所ではあっ

たが、スポーツに全く無関心であったわけでは
ない。正課時間外ではあるものの、明治 17年
から教科細目に戸外運動として躍鞠（フット
ボール）、投毬（クリケット）、投環（クォイツ）、
循環球（クロッケー）、ベースボール、トロッ
コが、また操櫓術として端船操櫓法、競走演習
が挙げられていた 31）。坪井玄道は晩年に当時
を回顧して次のように述べている。
「各学校の運動会の如きも、最初は伝習所で
催うしたが、伝習所の卒業生が追ひ追ひ各学校
へ配置されるやうになって、体操も運動会もだ
んだん自分の学校でやるやうになった。又此頃
からボートレースを生徒にやらした。一つ橋の
下へボートを繋いて置いて、其処から日本橋を
経て永代橋に出で、それから向島まで漕いて行
くのは容易でなかった。猶ベースボールも教へ
た。併し此頃は空拳でキャッチをやるので、大
抵指を曲げて了つた 32）」
明治 17年の教科用図書表 33）に参考書として

記載のある遊戯書はいずれも西洋書であった
が、明治 18年からは坪井玄道・田中盛業の『戸
外遊戯法 一名戸外運動法』も 31冊という数か
ら参考書に加えられたのではないかと思われ

る。
ところで、坪井は何を参考にこの書を書いた
のだろうか。図書台帳記載の西洋書中には 11
タイトルのスポーツ・ゲーム書が確認されてい
る 34）。おそらく坪井はこれらの西洋書を参考
にしたのではないかと推察される。『戸外遊戯
法 一名戸外運動法』とこれら 11タイトルの西
洋書との比較研究が今後の課題となろう。

5．不要とされた武術書
体操伝習所図書台帳の「武芸」には武術書と
歩兵操練書が含まれていた。表 4、図 4からわ
かるように、武術書は明治 17（1884）年 8月
以前のみに見られる。その背景には、明治 16
年 5月に文部省が体操伝習所に対して、剣術及
び柔術の教育上の利害適否に関する調査を命じ
たことがあったと考えられる 35）。明治 17年 10
月、体操伝習所は文部省への答申で「学校ノ正
課トシテ採用スルコトハ不適当」としたので
あった 36）。このような結論に至ったのは、体
操伝習所の指導者達が学校体育法を主として生
理学、解剖学、衛生学の面から規定しようとし
ていたためだと考えられている 37）。
ところで、体操伝習所初代主幹の伊澤修二は
その著『教育学』の第 4編で体育を論じ、「武
芸の益」について次のように述べている。
「剣術、槍術、柔術、弓術等ハ古来武芸ト称
シ来タリタルモノニシテ数十年前マテハ盛ンニ
我国内ニ行ハレ今日ノ本邦人中ニハ此諸種ノ武
芸練習ニヨリテ強壮ナル体格ヲ造成シタルモノ
甚多シトス（中略）然ルニ今日此等諸術ノ漸ク
衰頽ニ趣シ所以ハ他ナシ人智ノ開明ニ進ムニ随
テ軍器ノ制亦一変シ近来洋風ノ銃槍一タヒ本邦
ニ傳ハリシ以来独リソノ勢力ヲ軍事ニ専ラニシ
従来ノ武術ハ僅々其用ヲ見ルニ過キサルニ至リ
シヲ以テ漸ク其実用ヲ失ヒ随テ衰敗ノ兆ヲ顕ハ
シタルモノナリ然レトモ之ヲ体育ノ一法トシテ
見ルトキハ決シテ価格ナシト云ウ可ラス 38）」（下
線部、引用者）
したがって、伊澤は体育法としての武術の価
値を否定してはいなかったのである。明治 17
年 8月以前においては武術に関する書籍が加え
られていたにもかかわらず、同年 9月以降は 1
冊も加えられなくなったことの背景には、初代
主幹伊澤修二の体育法として武術を評価する考
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え方と、学校体育への武術の導入に否定的な結
論を出した明治 16～ 17年の剣術・柔術に関す
る調査の影響があったと推察される。

6．必要度を増した歩兵操練書
歩兵操練は明治 13（1880）年 9月に体操伝
習所の科目として加えられ、同年 11月から陸
軍教導団付士官 1名、下士官 3名を教官として、
毎週 3回の授業が行われた 39）。おそらくこの
頃から歩兵操練関係の書物が蔵書に加えられる
ようになったと思われる。明治 16年 12月 28
日の徴兵令改正の結果、「現役中殊ニ技芸ニ熟
シ行状方正ナル者及官立公立学校（小学校ヲ除
ク）ノ歩兵操練科卒業証書ヲ所持スル者ハ、ソ
ノ期未ダ終ワラズト雖モ帰休ヲ命ズルコトアル
ベシ 40）」と成績優秀者に対する在営年限の短
縮が認められたため、翌 17年 2月、文部省は
学校で行われるべき歩兵操練の程度、実施方法、
及び小学校にそれを実施することの是非を調査
研究するよう伝習所に命じたのである 41）。同
年 10月、調査事項の一部がまとまり、文部省
に答申している。その後もこの種の書籍は数を
増やしていった。明治 19年の学校令にみる兵
式体操並びに隊列運動（小学校）はこの答申に
基づくものであったと考えられる 42）。

7．体操伝習所の教育を支えた翻訳書
前述したように、和漢書 4,945冊の中で翻訳

書は 1,538冊（31.10％）を占めた。これは欧米
から新たな学問を吸収するのに必死であったこ
の時期の特徴であろう。中でも生理学と解剖学
に関する翻訳書の割合が多くを占めているが、
これは前述したように体操伝習所の体育の基礎
が生理学と解剖学に置かれていたことによる。
『健全学』168冊、『弗氏生理書』392冊、『達爾
頓氏生理書』153冊と多くを記録したこれらの
図書のうち、『弗氏生理書』は教科書、『健全学』
と『達爾頓氏生理書』は参考書に指定されたも
のである。また、言語別では英語文献からの翻
訳が多くを占めていた。これらを総合すると、
主に英語の医学関係書からの翻訳書を用いて体
操伝習所の学科の講義が行われていたといって
よかろう。

まとめ
本研究により、以下の点が明らかとなった。

1）体操伝習所の図書台帳に記載された和漢書
は、4,945冊、323タイトルあった。また 34
項目の分野から構成されており、幅広い分野
の書籍を備えていた。それは、リーランドと
伊澤修二の考えが反映されていたと考えら
れ、特に和漢書に関しては、伊澤の影響が大
きかったと思われる。

2）分類項目別冊数は、「史伝」1,265冊（25.58％）、
「生理」680冊（13.75％）、「体育」422冊（8.53％）
の順で多くを数えた。またタイトル数は、「武
芸」45タイトル（13.93％）、「教育」31タイ
トル（9.59％）、「叢書」25タイトル（7.73％）
の順であった。

3）「体育」の書籍の 80.43％は体操書であった。
そして体操書は継続的に納入されていた。そ
の中でも軽体操の書籍が多く、体操伝習所に
おける実技教育の主な内容が軽体操を中心と
した体操であったことが蔵書からも裏付けら
れた。

4）「体育」の書籍以外にも「生理」と「解剖」
の書籍が多く備えられていた。それは、体操
伝習所の体育が生理学と解剖学に基づくもの
であったことを物語っている。

5）スポーツ・遊戯書は 2タイトルと極めて少
なく、明治 18（1885）年 4月に初めて納入
されていた。

6）武術書は 86冊、20タイトルあった。しかし、
この数字は明治 17年 8月以前のみに見られ
たものであった。明治 17年 8月以前に武術
書が納入されていたのは、体操伝習所の初代
主幹であった伊澤が体育法としての武術の価
値を認めていたからであり、それ以後に武術
書が納入されなくなったのは、明治 16年か
ら 17年にかけて体操伝習所で剣術・柔術に
関する調査が行われ、学校体育への導入に否
定的な結論を出したからだと考えられる。

7）歩兵操練書は 189冊、25タイトルであった。
そして歩兵操練書は継続的に納入されてい
た。それは明治 13年 9月に体操伝習所の科
目として歩兵操練が加えられたこと、明治
17年の歩兵操練に関する調査で学校体育へ
の導入に肯定的な結論を出したことが影響し
たと考えられる。
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8）和漢書 4,945冊の中で翻訳書は 1,538冊
（31.10％）を占めていた。翻訳書の分類項目
別冊数は、「生理」662冊（43.04％）、「解剖」
385冊（25.03％）、「健全」168冊（10.92％）
の順で多く、また言語別に見ると、英語が
1,341 冊（87.19 ％）、 ド イ ツ 語 が 108 冊
（7.02％）、フランス語が 21冊（1.37％）であっ
た。よって、体操伝習所の学科教育は、主に
英語の医学関係書からの翻訳書を用いて行わ
れていたと言えよう。

注
1） 体操伝習所は明治 18（1885）年に東京師範
学校附属となった。翌 19年に廃止され、東
京師範学校に体操専修科が設置された。東
京師範学校はその後、高等師範学校、東京
高等師範学校と改称され、体操専修科は大
正 4（1915）年に開設された体育科の母体
となった。

2） 伊澤修二の略歴は以下のとおりである。
1851年　信濃国伊奈郡高遠城下東高頭大屋
敷に生まれる。
1870年　高遠藩の貢進生に選ばれ大学南校
に入学。
1872年　退学して文部省出仕となる。
1874年　愛知師範学校長に補せられる。
1875年　師範学科取り調べのため米国に派
遣、マサチューセッツ州ブリッジウォーター
師範学校に入学。
1876年　文部大輔田中不二麿に会し、臨時
教育制度の調査を命じられる。この年、グ
ラハム・ベルについて視話法を、メーソン
について音楽を学ぶ。
1877年　ブリッジウォーター師範学校卒業。
ハーバード大学入学、理化学を修める。
1878年　帰国、東京師範学校雇、同校長補
となる。体操伝習所設立後、その主幹を兼
務する。
1879年　東京師範学校長となる。体操伝習
所は解任、音楽取調御用掛を兼務する。
1888年　東京音楽学校長となる。
1896年　台湾総督府民生部学務部長となる。
1899年　東京高等師範学校長となる。
1903年　吃音矯正事業のため、楽石社設立。
1917年　死去

（上沼八郎（1988）伊沢修二．吉川弘文館，
新装版．及び，高遠図書館（1987）伊沢修
二－その生涯と業績－ .高遠町より）

3） リーランドの略歴は次のとおりである。
1850年　米国マサチューセッツ州ボストン
に生まれる。
1870年　アマースト大学入学。
1874年　アマースト大学卒業、ハーバード
大学医学部入学。
1877年　ハーバード大学医学部卒業。
1878年　来日、体操伝習所教師となる
1881年　体操伝習所教師を辞し、欧州で医
学研究を行う。
1882年　米国帰国
1912年　米国咽頭学会会長となる。
1919年　日本から勲 4等の勲章を受章。
1924年　死去
（今村嘉雄（1968）学校体育の父リーランド
博士．不昧堂書店より）

4） 坪井玄道の略歴は次のとおりである。
1852年　下総国東葛飾郡中山村鬼越に生ま
れる。
1872年　東京師範学校で米国人スコットの
通訳を務める。
1875年　宮城英語学校教諭となる。
1877年　仙台中学校教諭となる。
1878年　体操伝習所でリーランドの通訳を
務める。
1881年　リーランド帰国後、体操伝習所の
主任教師となる。
1886年　高等師範学校助教諭となる。
1887年　高等師範学校教諭となる。
1890年　高等師範学校教授兼女子高等師範
学校教授となる。
1901年　欧州留学へ出発する。
1902年　米国経由で帰国する。
1904年　文部省体操遊戯取調委員となる
1909年　東京高等師範学校教授並びに、女
子高等師範学校教授を辞職
1912年　東京女子体操音楽学校名誉教授と
なる。同年、死去
（市川市立市川博物館：坪井玄道年譜　市川
の生んだ近代スポーツの父坪井玄道展
〈1978.4.19～ 5.14〉資料より）

5） 上伊那郷土館所蔵。実際には無題だが、こ
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れまで「新体操実施の方法」「新設体操着手
方按」「新体操法実施について」などとも呼
ばれてきた。

引用・参考文献
1） 阿部生雄・篠塚富士夫・都筑　真・梶　孝
之・鄭　光植・今野和志（2009）資料：体
操伝習所旧蔵書文献目録に関する調査研究 
－「西洋書」を中心に－．筑波大学体育科
学系紀要，32，113-133頁．

2） 大場一義（1965）体操伝習所旧蔵書につい
ての研究．体育学研究，10-1，54頁．

3） 大場一義（年代不明）体操伝習所旧蔵書に
ついての研究（参考資料）．（日本体育学会
で口頭発表した際の配布資料だと思われ
る）

4） 大場一義（1983）幕末・明治初期の体育関
係書について－体操伝習所旧蔵書を中心 
に－．つくばね，9-3，4-6頁．

5） 木村吉次（1996）アマースト大学の健康講
義資料と体操伝習所の教育．体育史研究，
13，15-24頁．

6） 木村吉次（1996）体操伝習所の医学関係図
書に関する一考察．中京大学体育学論叢，
37-2，1-11頁．

7） 大熊廣明（1999）体操伝習所旧蔵書が語る
もの．つくばね，25-3，9-11頁．

8） 大熊廣明（2000）体操伝習所に関する資料
とその周辺．筑波大学前史資料調査室
ニューズレター，3，11-12頁．

9） 筑波大学体育科学系・筑波大学附属図書館
（1999）身体と遊戯へのまなざし－日本近
代体育黎明期の体操伝習所（明治 11年～
19年）－．展示目録．

10） 文部省（1886）文部省第十三年報、付録．
文部省，434頁．

11） 体操伝習所（年代不明）体操伝習所一覧　明
治十七年，十八年．体操伝習所，1頁．

12） 同上書，5頁．
13） 文部省（1886）文部省第十二年報．文部省，

29-30頁．
14） 前掲書 11），6頁．
15） 前掲書 13），29-30頁．
16） 今村嘉雄（1968）学校体育の父リーランド
博士．不昧堂書店，48頁．

17） 同上書，60頁．
18） 今村嘉雄（1970）日本体育史．不昧堂出版，

342頁．
19） 伊澤修二君還暦祝賀会編（1912）楽石自伝
教会周遊前記．伊澤修二君還暦祝賀会，
51-52頁．

20） 上沼八郎（1988）伊沢修二．吉川弘文館，
新装版，64-76頁．

21） 前掲書 11），付表．
22） 前掲書 11），11-12頁．
23） 体育論．筑波大学附属図書館蔵．「李蘭土
講義體育論」と称されることもある。

24） 前掲書 16），60頁．
25） ジョージ・エー・リーランド（坪井玄道訳）
（1879）体操伝習所訓導米人リーランド氏
ヨリ同所長伊澤修二ニ呈セル意見書．教育
雑誌，94，1-33頁．

26） 前掲書 11），15頁．
27） 前掲書 11），10-11頁．
28） 伊澤修二（1879）体操伝習所新設体操成績
報告．23頁．

29） 坪井玄道・田中盛業（1885）戸外遊戯法 
一名戸外運動法．金港堂．

30） 下村泰大（1885）西洋戸外遊戯法．泰盛館．
31） 前掲書 11），20-21頁．
32） 坪井玄道（1922）創業時代の師範教育－体
操伝習所の設置．国民教育奨励会編，教育
五十年．民友社，22頁．

33） 体操伝習所（1884）明治十七年二月改正 
体操伝習所規則．体操伝習所，3頁．

34） 前掲書 1），121頁．
35） 文部省（1985）文部省第十一年報．文部省，

28頁．
36） 今村嘉雄（1967）十九世紀に於ける日本体
育の研究．不昧堂書店，885-887頁．

37） 前掲書 18），346-348頁．
38） 伊澤修二（1883）教育学．丸善商社書店，

再刻合刊，184-185頁．
39） 前掲書 36），884頁．
40） 松下芳男（1981）徴兵令制定史．五月書房，

487頁．
41） 前掲書 13），29-30頁．
42） 前掲書 36），884頁．



124 大熊廣明・篠塚富士夫・村井友樹・佐藤　亮・麻生邦義・竹下幸佑・李　燦雨

表 10　体操伝習所旧蔵書文献目録（和漢書）
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